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一
月
一
八
日
、
普
天
間
基
地
代
替
施
設
建
設
の
環
境
影
響
評
価
（
ア
セ
ス
）
に
つ
い

て
、
環
境
保
護
の
専
門
家
な
ど
有
識
者
か
ら
な
る
沖
縄
県
環
境
影
響
評
価
審
査
会
は
、

つ
い
に
ア
セ
ス
調
査
前
に
方
法
書
を
書
き
直
せ
と
答
申
し
た
。
そ
れ
に
従
え
ば
政
府
の

い
う
本
格
的
調
査
二
月
開
始
は
不
可
能
に
な
る
。
一
二
月
の
飛
行
場
部
分
に
関
す
る
答

申
、
方
法
書
は
「
事
業
内
容
が
あ
る
程
度
決
定
し
た
上
で
再
度
実
施
す
べ
き
も
の
と
思

量
」
よ
り
強
い
表
現
だ
っ
た
。
今
回
、
埋
め
立
て
部
分
を
再
審
査
し
、
こ
の
答
申
に
ま

と
め
ら
れ
た
。
進
行
中
の
「
事
前
調
査
」
も
、
生
物
環
境
負
荷
の
た
め
「
中
止
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
」
と
明
記
さ
れ
た
。
二
一
日
に
は
知
事
が
答
申
す
る
。

そ
も
そ
も
ア
セ
ス
方
法
書
は
、
事
業
者
が
調
査
の
前
に
そ
の
調
査
方
法
な
ど
を
住
民
、

市
町
村
長
、
知
事
等
に
聴
く
た
め
の
も
の
だ
が
、
二
〇
〇
七
年
四
月
、
防
衛
省
・
那
覇

防
衛
施
設
局
（
現
沖
縄
防
衛
局
）
は
、
方
法
書
作
成
前
に
「
事
前
調
査
」
に
強
行
着
手

し
た
。
五
月
に
は
海
自
掃
海
母
艦
＝
軍
艦
「
ぶ
ん
ご
」
を
投
入
し
、
基
地
に
反
対
す
る

人
々
を
脅
し
た
。
調
査
機
器
を
海
に
置
く
過
程
で
珊
瑚
を
一
部
破
壊
し
た
。
ま
た
防
衛

局
側
ダ
イ
バ
ー
が
、
調
査
を
止
め
る
ダ
イ
バ
ー
の
酸
素
ボ
ン
ベ
の
バ
ル
ブ
を
閉
め
る
事

件
を
二
度
起
こ
し
た
。
八
月
に
方
法
書
を
出
し
、
県
が
受
け
取
り
を
拒
む
と
、
民
間
施

設
の
一
角
で
公
告
縦
覧
を
強
行
し
た
。
そ
の
事
業
計
画
は
概
略
だ
け
だ
っ
た
。
不
備
を

指
摘
す
る
住
民
意
見
を
う
け
、
仲
井
真
知
事
は
方
法
書
受
理
に
転
じ
、
審
査
会
に
諮
問

し
た
。

方
法
書
に
な
い
計
画
を
米
国
側
の
発
言
や
資
料
が
暴
い
て
い
る
。
事
故
が
多
く
死
者

三
〇
名
、
ヘ
リ
と
飛
行
機
を
か
け
合
わ
せ
た
と
か
い
う
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
を
政
府
は

認
め
な
い
が
、
一
昨
年
、
在
沖
米
軍
中
将
が
二
〇
一
四
〜
一
六
年
実
施
と
明
言
し
た

（
方
法
書
に
は
曖
昧
な
記
述
だ
け
で
名
称
は
な
い
）。
昨
年
一
〇
月
に
は
、
米
国
防
総

省
・
国
防
長
官
を
訴
え
た
「
ジ
ュ
ゴ
ン
訴
訟
」
の
米
側
提
出
資
料
で
、
戦
闘
機
の
装
弾

場
（
宅
地
上
を
飛
行
）
や
二
一
四
ｍ
の
埠
頭
（
軍
港
化
計
画
）
や
、
飛
行
機
を
同
時
に

三
機
毎
日
洗
う
施
設
（
大
量
の
汚
水
発
生
）
や
故
障
飛
行
機
運
搬
、
辺
野
古
ダ
ム
と
シ

ュ
ワ
ブ
陸
上
の
環
境
ア
セ
ス
等
、
米
国
の
要
求
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ
ら
は
公
告
縦
覧
さ

れ
て
い
な
い
わ
け
だ
が
、
一
二
月
一
二
日
、
普
天
間
移
設
協
議
会
（
政
府
と
関
連
自
治

体
首
長
参
加
）
の
資
料
に
は
一
部
載
っ
た
。
さ
ら
に
一
月
一
一
日
審
査
会
で
防
衛
局
は
、

原
方
法
書
三
〇
一
頁
中
七
頁
の
事
業
計
画
に
、
一
五
〇
頁
の
補
足
資
料
を
追
加
し
た
。

そ
こ
に
は
海
砂
一
七
〇
〇
万
立
方
メ
ー
ト
ル
（
ダ
ン
プ
約
三
四
〇
万
台
＝
東
京
ド
ー
ム

一
四
杯
相
当
）
を
沖
縄
近
海
か
ら
採
取
す
る
計
画
も
あ
っ
た
。

一
四
年
に
普
天
間
移
設
完
了
と
い
う
日
米
合
意
あ
り
き
の
「
ア
ワ
ス
メ
ン
ト
」
で
、

水
面
下
交
渉
と
強
行
日
程
が
組
ま
れ
、
逆
ら
う
者
へ
の
恫
喝
と
暴
力
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
。
米
軍
再
編
は
基
地
の
効
率
化
と
恒
久
化
を
め
ざ
す
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
で
あ
り
、

日
米
軍
事
一
体
強
化
で
あ
る
。
沖
縄
の
負
担
「
軽
減
」
ど
こ
ろ
か
増
大
こ
そ
甚
だ
し
い

―
―
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
配
備
、
未
明
の
戦
闘
機
離
着
陸
、
非
合
意
地
域
で
の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
訓

練
、
自
衛
隊
の
訓
練
増
強
、
沖
国
大
墜
落
ヘ
リ
と
同
型
機
の
再
配
備
、
米
国
で
空
中
分

解
し
た
Ｆ
15
飛
行
再
開
と
緊
急
着
陸
事
件
、
米
兵
の
凶
悪
犯
罪
、
日
常
の
基
地
汚
染
＋

燃
料
流
出
事
故
汚
染
、
都
市
型
戦
闘
施
設
暫
定
使
用
の
一
年
半
延
長
。
希
少
生
物
の
宝

庫
で
本
島
の
生
活
用
水
を
ま
か
な
う
ヤ
ン
バ
ル
の
森
、
東
村
高
江
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設

強
行
で
は
、
資
材
搬
入
ゲ
ー
ト
前
で
阻
止
す
る
住
民
を
業
者
の
車
が
押
す
事
態
も
起
き

た
。
現
地
で
は
警
戒
す
る
日
々
が
続
い
て
い
る
。

辺
野
古
へ
の
基
地
建
設
を
許
さ
な
い
実
行
委
員
会
（
首
都
圏
三
七
団
体
）
は
、
防
衛

省
前
行
動
や
情
宣
、
省
申
し
入
れ
、
集
会
な
ど
を
通
じ
、
今
後
も
辺
野
古
と
高
江
へ
の

基
地
建
設
反
対
、
米
軍
再
編
反
対
を
各
地
の
運
動
と
連
帯
し
て
訴
え
て
い
く
。
沖
縄
現

地
の
声
を
聞
く
こ
と
を
重
視
し
て
き
た
。
そ
れ
は
政
府
や
無
関
心
な
人
だ
け
で
な
く
、

本
土
の
運
動
に
向
け
ら
れ
る
悲
鳴
、
怒
り
、
沖
縄
差
別
の
歴
史
か
ら
の
告
発
で
も
あ
り
、

期
待
で
も
あ
る
。
歴
史
を
省
み
未
来
を
展
望
し
、
行
動
す
る
こ
と
で
そ
の
声
に
応
答
し

た
い
。

（
ひ
な
た
・
よ
う
こ
／
辺
野
古
へ
の
基
地
建
設
を
許
さ
な
い
実
行
委
員
会
、
Ｈ
Ｏ
Ｗ
Ｓ
）

視
点
・
論
点
③

問　
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多　
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方　
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・　
事　
前　
調　
査　
―　
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辺　
野　
古　
の　
現　
状　

日
向
よ
う
子




